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厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
総合研究報告書 

 
障害福祉サービス等事業者における 

高次脳機能障害者への支援の実態把握及び推進のための研究 
研究代表者 

深津 玲子：国立障害者リハビリテーションセンター 顧問    

研究要旨 

 高次脳機能障害者への支援については、その特性に対応できる人材配置を推進する必要

性が指摘されてきた。本研究では、1）障害福祉サービス等事業所における高次脳機能障害

者の利用および支援拠点や医療機関等との連携について、その実態把握を行い、課題を明ら

かにし、これらの課題解決のための提言を行うこと、2）令和 6 年度より新設された高次脳

機能障害（者）支援体制加算の加算要件である支援者養成研修の実施状況を調査し、課題を

明らかにすることを目的とした。 

障害福祉サービス事業における実態調査：①東京都（1004 か所）および滋賀県（100 か所）

で相談支援事業所に対して質問紙調査を実施。両都県とも支援実績のある事業所が増加。紹

介経路は行政窓口経由が多いが、東京都では医療機関経由が相対的に多い。退院前から地域

資源を活用した調整を行う体制構築が必要。②中部地区の自立訓練事業所 320 か所及び全

国障害者自立訓練事業所協議会会員事業所 65 か所の計 385 か所に対して質問紙調査を実

施。高次脳機能障害者の利用実績には偏りがあり、実績の多い事業所では専門職の配置や評

価体制、関係機関との連携が充実。一方、行政手続きの煩雑さ、医療・行政機関における高

次脳機能障害への理解不足が、課題。③北海道で札幌市以外の少ない社会資源の中で支援拠

点機関を担っている保健所 26 か所に対し、質問紙調査を実施。相談件数のばらつきが大き

いが、相談内容は医療介入から社会生活支援など多岐にわたり、相談受理している箇所の

75％が困難を感じていた。④運営形態や利用実績の異なる自立訓練事業所 7 法人を対象に

ヒアリング調査実施。自立訓練が退院後の生活リズムの再構築、社会参加、就労準備など、

医療では対応が困難な領域を担う重要な役割を果たしていることが確認された。一方医療

から福祉への連続性の欠如、支給決定プロセスの遅延、介護保険優先による情報不足、相談

支援体制のばらつき、専門職確保の困難、報酬制度上の評価不足など、複合的な制度課題が

示された。また生活訓練を中心に赤字構造が深刻で、専門職配置の経営的負担、人材確保の

困難、制度間連携の不十分さなどが課題。 

高次脳機能障害支援者養成研修会の実施状況調査：⑤開催状況について 47都道府県に質

問紙調査。令和 6年度中の研修会実施は 17県、7年度 22 県、未定が 6県。研修は委託が多

く、修了書の発行、名簿の管理は県庁等が直接行う例が多い。対象者は加算対象事業所に特

化する県が多い。オンラインで研修動画、演習科目は集合型でテキストを用いる県が多い。

「委託先候補が少ない/ない」、「定員超過の際の選考基準」、「オンデマンド講習の受講者の

理解度確認」、「研修講師、ファシリテーターの確保、養成」等が課題。⑥愛知県において令

和 6、7年度に実施した研修会について、詳細な質的検討を行うとともに、東京都、千葉県、

静岡県、大分県でヒアリングを実施。5都県の調査では、集合形式を基本とし、支援コーデ

ィネーターが参画することで、地域連携強化や施設周知に効果あり。受講者の多くは福祉職

で、高次脳機能障害支援の経験が少ない層の増加を確認した。 

加えて標準的テキストの改訂を行い、最新データに対応し、出典確認と適切な著作権処理、

イラスト・用語の統一を行った。 
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研究分担者 

鈴木匡子：東北大学 学術研究員 

渡邉修：東京都立大学 客員教授 

上田敬太：京都光華大学 教授 

青木美和子：札幌国際大学 教授 

廣瀬綾奈：帝京平成大学 講師 

鈴木智敦：名古屋市総合リハビリテーショ

ンセンター 副センター長 

浦上裕子：国立障害者リハビリテーション

センター病院 第三診療部長 

今橋久美子：国立障害者リハビリテーショ

ンセンター研究所 室長 

立石博章：国立障害者リハビリテーション

センター 企画・情報部 高次脳機能障害

情報・支援センター 高次脳機能障害支援

推進官 

内山量史：一般社団法人日本言語聴覚士協会 

言語聴覚士 

研究協力者 

片岡保憲：ＮＰＯ法人 日本高次脳機能障害友

の会 理事長 

小西川梨紗：社会福祉法人グロー滋賀県高次脳

機能障害支援センター 相談支援員 

瀧澤学：神奈川県リハビリテーション支援セン

ター 高次脳機能障害支援室 総括主査 

稲葉健太郎：名古屋市総合リハビリテーション

センター 自立支援部長 

小林秀信：国立障害者リハビリテーションセン

ター 自立支援局 機能訓練専門職 

阿部真市：国立障害者リハビリテーションセン

ター 自立支援局 主任生活訓練専門職 

山舘圭子：栃内第二病院 臨床心理士 

小島一郎：名古屋市総合リハビリテーションセ

ンター 総合相談部長 

守矢亜由美：東京都心身障害者福祉センター 

課長代理 

 

Ａ.研究目的 

 障害福祉サービス等事業者における高次

脳機能障害者への支援については、令和 4年

6 月に取りまとめられた社会保障審議会障

害者部会報告書において、「その特性に対応

できる専門性を持つ人材配置を推進するた

めの方策について検討する必要がある」「本

人が医療との関わりを必要とする場合等に

ついて、利用者の適切な支援に求められる連

携を更に促進する方策等について検討すべ

きである」との指摘があった。また令和 6年

度障害福祉サービス等報酬改定において、高

次脳機能障害支援体制加算が新設された。こ

れは相談支援事業所については、高次脳機能

障害支援者養成研修を修了した相談員を配

置することで、自立訓練等通所サービスおよ

びグループホームについては、高次脳機能障

害者が利用者の30％以上であり、高次脳機能

障害支援者養成研修を修了した専門性を有

する職員が配置されている場合、評価される。

加算対象となった高次脳機能障害支援者養

成研修の開催状況と課題、障害福祉サービス

等事業所における高次脳機能障害者の利用

および支援拠点や医療機関等との連携につ

いて実態把握を行い、課題解決のための提言

を行うことの 2点を目的とした。具体的には、

修了することが加算対象である高次脳機能

障害支援者養成研修が、先年「高次脳機能障

害の障害特性に応じた支援者養成研修カリ

キュラム及びテキストの開発のための研究

(令和 2〜4 年度)」で深津らが開発した支援

者養成研修カリキュラム及びテキストを用

いることが基準となっていることから、全国

自治体での実施状況を調査し、運用上の課題

を収集し、認められた問題点の解決に向けて

カリキュラム、テキストの改訂、提言を行う

ことを目的とした。また相談支援事業所、自
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立訓練事業所（生活訓練、機能訓練）および

支援拠点機関における利用実績、医療機関等

との連携について調査を行い、課題を分析す

ることを目的とした。 

 

Ｂ.研究方法 

 1）障害福祉サービス事業所における高次

脳機能障害者の利用実態および支援拠点機

関との連携に関する調査 

①東京都（1,004 か所）、滋賀県（100 か所）

で都県内の全指定特定相談支援事業所に質

問紙調査を実施した。高次脳機能障害者の利

用状況、人員配置、これら事業所への紹介元

あるいは計画相談作成等について調査した。

(分担研究報告書 指定特定相談支援事業所

における高次脳機能障害者への支援状況に

関する調査 立石博章、今橋久美子) 

②愛知県、石川県、岐阜県、静岡県、富山県、

福井県、新潟県 7 県の自立訓練事業所（320

か所）および全国障害者自立訓練事業所協議

会の会員事業所（65 か所）計 385 か所に、自

立訓練系事業所対象質問紙調査を実施した。

高次脳機能障害者の利用状況、人員配置、こ

れら事業所と支援拠点機関、医療機関等との

連携について調査した。（分担研究報告書 

障害福祉サービス利用プロセス等に関する

実態把握調査（自立訓練）鈴木 智敦、稲葉 

健太郎、松尾 稔） 

③北海道において支援拠点機関である保健

所 26 か所を対象に障害福祉事業所との機関

連携の実態について質問紙調査を実施した。

北海道では、北海道大学病院ほか札幌市内 4

か所の支援拠点があるが、広範囲に市町村が

点在する道の特徴から、北海道内 26 か所の

保健所も支援拠点となり、少ない専門機関、

社会資源の中で支援、地域支援ネットワーク

の構築を担っている。（分担研究報告書 障

害福祉サービス等事業者における高次脳機

能障害者への支援の実態把握及び推進のた

めの研究 青木美奈子） 

④運営形態や利用実績の異なる自立訓練事

業所 7 法人（機能訓練 2、生活訓練 2、機能

訓練＋生活訓練 2、生活訓練＋自立訓練宿泊

型 1）を対象にヒアリング調査を行い、専門

職配置、連携体制、支援プロセス、運営上の

課題等について質的分析を実施した。（分担

研究報告書 障害福祉サービス利用プロセ

ス等に関する実態把握ヒアリング調査（自立

訓練）鈴木智敦、稲葉健太郎、松尾稔） 

2）高次脳機能障害支援養成研修に関する調

査および研修テキスト修正 

⑤「高次脳機能障害の障害特性に応じた支援

者養成研修カリキュラム及びテキストの開

発のための研究」で開発されたテキストを用

いた研修会について、その実施状況を全 47

都道府県に厚労省の調査・照会システムを通

じて、質問紙調査を実施した。（分担研究報

告書 高次脳機能障害支援養成研修の実施

状況等に関する調査 立石博章） 

⑥愛知県において令和 6，7年度に実施した支

援者養成研修会について、詳細な質的検討を行

うとともに、東京都、千葉県、静岡県、大分県

で研修会に関するヒアリングを実施した。（分

担研究報告書 高次脳機能障害支援養成研修

の都道府県（愛知県）での実施状況と他県ヒア

リングを通して 鈴木智敦、佐野恭子、小島一

郎） 

⑦「高次脳機能障害の障害特性に応じた支援者

養成研修カリキュラム及びテキストの開発の

ための研究(令和 2〜4 年度)（研究代表 深津

玲子）」で開発し、現在支援者養成研修の標準

内容とされている全テキストについて、出典確

認と適切な著作権処理、イラスト・用語の統一

を行った（深津玲子、分担研究者 鈴木匡子、
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渡邉修、上田敬太、青木美和子、廣瀬綾奈、鈴

木智敦、浦上裕子、今橋久美子、内山量史、研

究協力者 小西川梨紗、瀧澤学、稲葉健太郎、

小島一郎、小林秀信、山舘圭子）。また全改訂

テキストについて AI 音声および字幕を付けた

動画テキストを作成した。 

なお調査に関しては国立障害者リハビリ

テーションセンター、各分担研究者所属機関

において倫理審査委員会の承認を受け実施

した。 

 

Ｃ.研究結果 

 1）障害福祉サービス事業所における高次

脳機能障害者の利用実態および支援拠点機

関との連携に関する調査 

①東京都および滋賀県の指定特定相談支援

事業所における高次脳機能障害者への支援

状況に関する調査は回収率 30％であった。相

談支援専門員配置（実人員）は、1事業所当

たり東京都は 2.7 名、滋賀県は 2.8 名だっ

た。相談支援（基本相談支援、計画相談支援）

を提供した利用者数は、東京都は 1事業所当

たり平均 83.7 名、滋賀県は平均 78.2名であ

った。相談支援利用者に占める高次脳機能障

害者の割合は、東京都は 2.7%、滋賀県は 3.9%

であった。事業所において 1年間に相談支援

を提供した高次脳機能障害者数は、両都県と

も「0 人」が 40%前後で、「1～10 人」が 50%

以上である。相談支援事業所への高次脳機能

障害者の紹介経路は、両都県とも「市町村相

談窓口（障害福祉所管課、基幹相談支援セン

ター、委託相談支援事業所等）」からの紹介

が多く、滋賀県では 69.1%にのぼる。東京都

では、滋賀県に比べて、「医療機関（14.0%）」、

「なし（当事者や家族等から直接）(20.6%)」

の割合が多く、行政窓口からの紹介は 45.6%

であった。高次脳機能障害支援拠点機関から

の紹介は東京都 0.7%、滋賀県 3.6%であった。

相談支援事業所で計画相談支援を提供した

高次脳機能障害者について、その後利用した

障害福祉サービスは、東京都では 40%弱が就

労継続支援（B型）、次いで訪問系サービス、

生活介護、移動支援、共同生活援助（グルー

プホーム）であった。滋賀県では 5割以上が

就労継続支援（B型）、次いで訪問系サービス、

生活介護、共同生活援助、移動支援であった。

相談支援を提供する際の機関連携上の課題

をまとめた表は分担研究報告書を参照され

たい。 

②自立支援事業所調査については、105 事業

所より回答があった（回収率 27.2％）。令和

4，5 年度の 2 年間に高次脳機能障害者の利

用実績がある事業所が 62 か所（59.0%）、利

用実績がない事業所が 43 か所（41.0％）で

あり、高次脳機能障害利用者は 1,162 人であ

った。利用実績がある事業所のうち、高次脳

機能障害利用者が、高次脳機能障害支援体制

加算の対象となる 30％以上である事業所は

47か所，30％未満の事業所は 15 か所であっ

た。また高次脳機能障害利用者が 100％の事

業所が 15 か所あった。対象者 1,162 人の事

業所への紹介元については、一般病院（精神

科を除く）が 666 人（57.3％）、高次脳機能

障害支援拠点機関が 156 人（13.4％）である。

また対象者 1,162 人のうち障害者相談支援

専門員ありが 304 人（26.2％）、なしが 858

人（73.8％）であった。発症から利用開始ま

での期間については多い順に、「6 か月以上 1

年未満」544 人（46.8％）、「1 年以上 2 年未

満」237 人（20.4％）、「6 か月未満」175 人

（15.7％）である。高次脳機能障害の評価・

訓練・支援等における連携状況について、「密

に連携している」で最も多かったのは特定相

談支援事業所 28 件、次いで高次脳機能障害
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者支援拠点 26 件、病院 17件、市役所・区役

所福祉課 15 件の順であった。連携上の課題

について、「連携で深刻な課題がある（A）」

「課題がある（B）」「軽微な課題がある（C）」

と何らか課題があると回答（A+B+C）した機関

は、多い順に病院 53.2％、市役所・区役所福

祉課 50.0％、特定相談支援事業所 45.2%であ

った。自由記載では、「精神科と連携が取り

づらい」「病院に障害福祉サービスの知識が

乏しく、退院時に福祉サービスに繋がらない」

などが挙げられた。加えて詳細な分析が分担

研究報告書に記載されているので参照され

たい。 

③北海道の支援拠点機関である保健所調査

では 25か所から回答を得た（回収率 96.2％）。

令和5年度1年間の高次脳機能障害者相談支

援は、新規相談 0～4 件、実人数 0～9件、延

べ人数 0～136 人であった。高次脳機能障害

者相談支援について困難を感じる、と回答し

た保健所は 16 か所（75％）である。困難を

感じる点としては、「専門的知識の不足」「管

内に専門治療ができる医療機関がない」「支

援経験が乏しくアセスメントが困難」などが

あげられた。相談支援における他機関との連

携について、相談支援の実績がある保健所21

か所中連携ありは 6か所であった。連携先は

相談支援事業所、医療機関、介護事務所など

である。 

④自立訓練事業所のヒアリング調査は運営

形態や利用実績の異なる 7 法人で実施した。

機能訓練 2、生活訓練 2、機能訓練＋生活訓

練 2、生活訓練＋自立訓練宿泊型 1法人であ

る。自立訓練が退院後の生活リズムの再構築、

社会参加、就労準備など、医療では対応が困

難な領域を担う重要な役割を果たしている

ことが確認された。一方医療から福祉への連

続性の欠如、訓練等給付の支給決定プロセス

の遅延、介護保険優先による情報不足、相談

支援体制のばらつき、専門職確保の困難、報

酬制度上の評価不足など、複合的な制度課題

が示された。また生活訓練を中心に赤字構造

が深刻で、専門職配置の経営的負担、人材確

保の困難、制度間連携の不十分さなどが示さ

れた。詳細は分担報告書を参照されたい。 

（2）高次脳機能障害支援者養成研修に関す

る調査および研修テキスト改訂 

⑤高次脳機能障害支援者養成研修会につい

ての全国調査では、令和 7年 1月に調査を実

施し、45 都道府県から回答を得た（回収率

95.7％）。令和 6 年度中の研修実施は 17 県、

7年度実施予定が 22県、未定が 6県である。

実施／実施予定の 39 都道府県において、研

修会の実施体制は、直営 12（27％）、委託 27

（60％）であった。研修の受講対象者は自由

記載であるが、「県内の障害福祉サービス等

事業所に従事する職員」がほとんどであり、

加算対象事業所であることを要件にしてい

る都道府県もある。定員以上の応募を想定し

て「各事業所 1名のみ」など応募基準を定め

る都道府県が多い。令和 6年度に研修実施し

た 17 都道府県では、応募倍率平均 1.8 倍で

あった。研修の実施方法について、講義科目

はオンライン形式が49％、集合型とオンライ

ンのハイブリッド形式が 18％、集合型が

15％、未定が 18％である。演習科目は集合型

78％、集合型とオンラインのハイブリッド形

式が 7％、オンライン形式が 0％、未定が 18％

である。研修会運営の課題として、「委託先

の候補が少ない/ない」、「定員超過の申込み

があった場合の選考基準」、「受講者の理解度

確認・効果測定」、「研修講師、ファシリテー

ターの確保、養成」、「講義のコマ数、研修内

容量（時間）が多大」、「地域の実態に応じた

講義内容の検討、作成」、「研修実施に係る予
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算確保」等が挙げられた。 

⑥高次脳機能障害支援者養成研修に関する5

都県（愛知県、大分県、静岡県、千葉県、東

京都）への調査では、各都道府県とも集合形

式を基本とし、支援拠点機関のコーディネー

ターがファシリテーターとして参画するこ

とで、地域連携の強化や拠点機能の周知に一

定の効果が認められていた。受講者の多くは

福祉職で、高次脳機能障害の支援経験が少な

い層の増加が確認された。研修会基礎編参加

者からは、神経心理学的検査や失語症、注意

障害等に関する医学的講義の「専門用語が難

しい」との回答が一定数みられた。また、検

査体験演習では、評価結果と生活場面におけ

る困難との関連が具体的にイメージしにく

いとの意見があった。研修会実践編では、障

害特性別の対応方法を扱うロールプレイ演

習について、「議論や振り返りの時間が十分

でない」「事例理解に時間を要し、対応策の

検討が十分に深まらない」との指摘がみられ

た。これらを踏まえ、愛知県では事例の共通

化や解説内容の具体化を図った結果、演習理

解度の向上が認められた。しかしながら、支

援経験の少ない受講者に配慮した用語解説

の充実や事前学習の工夫、演習時間の再配分

といった課題は引き続き残された。 

⑦研修会テキストの改定について、研修会テ

キストの改訂について、研修会参加者の意見

を参考に、基礎編演習 01「検査体験」の内容

を改め、基礎編講義 02「診断・評価」で学ぶ

症状との関連を主とした。基礎編講義 9 編、

演習 4編、実践編講義 9編、演習 2編の計 24

編のテキストについて、図表・参考文献の出

典確認を行い、適切な著作権処理を実施した。

また全テキストのイラスト・用語の統一を行

った。これら改訂版テキストについて AI 音

声および字幕を付けた動画テキストを作成

した。 

 

Ｄ.考察 

指定特定相談支援事業所における高次脳機

能障害者への支援状況については、平成 29年

に東京都、平成 30 年度に滋賀県について同様

の調査を実施している。この前回調査と比較す

ると、相談支援専門員の配置状況（実人員）は

1事業所当たり東京都は2.7名（前回 2.6名）、

滋賀県は 2.8名（前回 2.8名）とほとんど同じ

である。事業所において 1年間に相談支援を提

供した高次脳機能障害者数では、東京都、滋賀

県とも「0 人」の事業所が前回より減少し、「1

～10 人」が増加していた。この結果はより地域

の相談支援事業所に利用が広がったことを示

すと考える。計画相談支援利用者の割合は、今

回の調査では東京都 89.7%、滋賀県 92.4%と都

県間に大きな差はなかったが、東京都において

は、前回（52.6%）に比べて大幅に増加した。

一方、滋賀県においては、前回（94.4%）と同

程度であった。相談支援事業所への紹介経路で

は、東京都は滋賀県に比べて、医療機関からの

紹介が多かった。これは東京都において「専門

的リハビリテーションの充実事業」を実施し医

療と福祉との連携を図ってきたことが要因の

一つと考えられる。同事業では、都内 12 の圏

域にそれぞれ医療機関を配置し、医療機関を含

めた関係機関による症例検討会や連絡会等を

実施して、圏域内の支援ネットワークの充実を

図っている。この取り組みは今後他県の医療―

福祉連携の良い参考となると考える。滋賀県で

は、市町村相談窓口（障害福祉所管課、基幹相

談支援センター、委託相談支援事業所等）から

の紹介が約 7 割を占めた。滋賀県では退院後の

生活や職業に関する相談について、市町障害担

当課相談窓口や圏域における相談窓口に集中

させる支援体制を構築していることが要因と
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考えられる。東京都と比べ人口が少ない自治体

については、このような窓口一本化も良い参考

となる。令和 8年度の診療報酬改定で、回復期

リハビリテーション病棟入院料の算定要件と

して、「高次脳機能障害の患者に適したサービ

スを提供するものの情報をあらかじめ把握す

ること。その情報を患者の退院時に、患者又は

その家族等に説明の上、提供する」ことなどが

盛り込まれた。高次脳機能障害者への相談支援

の流れは、自治体の支援体制や社会資源によっ

て異なる。都道府県等の高次脳機能障害者支援

センター（高次脳機能障害支援拠点機関）等に

は、高次脳機能障害者・家族等が適切な相談窓

口・支援機関につながるよう、医療機関への情

報提供が期待される。 

自立訓練事業所の調査では、高次脳機能障害

者の利用実績がない事業所が 41％と多い一方

で、利用実績がある事業所は高次脳機能障害者

の割合が多いことが示された。高次脳機能障害

者の利用実績 30％以上の事業所の多くは全国

障害者自立訓練事業所協議会の会員であり、長

年身体障害者を対象としてきた。こういった背

景を持つ自立訓練事業所が高次脳機能障害者

の支援の多くを担っていると考えられる。また

高次脳機能障害者の利用実績が 30％以上の事

業所は、専門職等の配置が多く、専門職等の評

価の活用をしている。紹介元は、一般病院（精

神科を除く）が多いが、紹介時に十分に計画相

談支援及び障害児相談支援（計画相談）が機能

していない。一方で計画相談を作成する相談支

援事業所からの紹介は多くない。今回新設され

た高次脳機能障害支援体制加算においても、相

談支援事業所が適切な計画相談を作成し、医療

を含めた多機関連携に役割を果たせるような

相談支援専門員の配置を求めている。また法人

へのヒアリング調査では、自立訓練が退院後の

生活リズムの再構築、社会参加、就労準備など、

医療では対応が困難な領域を担う重要な役割

を果たしていることが確認された。一方医療か

ら福祉への連続性の欠如、支給決定プロセスの

遅延、介護保険優先による情報不足、相談支援

体制のばらつき、専門職確保の困難、報酬制度

上の評価不足など、複合的な制度課題が示され

た。また高次脳機能障害者への支援においては

専門職の配置が有効であるものの、それが経営

上の大きな制約となっている事業所も多い。 

北海道の支援拠点機関（保健所）調査では都

市部である札幌市に対し、支援数、支援機関も

少ない地方における課題が明らかとなった。地

方においては「そもそも地域の実態把握ができ

ないのでそのニーズは不明である」、「相談件数

が少なくニーズを把握することができない」と

いう保健所からの指摘がある。こういった支援

機関も相談者数も少ない地方においては、北海

道に限らず、今後も高次脳機能障害者の掘り起

こしが必要かもしれない。今後、こういった支

援機関も相談者数も少ない地方に対しては、支

援拠点センターが中心となり、さらなる専門知

識を獲得する機会の増加、地域における連携可

能な機関や支援者を増やすこと、そして、地域

での支援の経験を積み重ねることが重要であ

る。 

高次脳機能障害支援者養成研修会実施状況

については、令和 7年度までに 39都道府県で

実施／実施予定であり、高次脳機能障害支援体

制加算の要件となったことで全国に研修会開

催が広まったと考えられる。研修会内容として

も、「高次脳機能障害の障害特性に応じた支援

者養成研修カリキュラム及びテキストの開発

のための研究(令和 2〜4 年度)」で深津らが開

発した支援者養成研修カリキュラム及びテキ

ストを用いることが基準となっていることか

ら、一定の質は担保されていると考える。高次

脳機能障害支援者養成研修会に関する 5 都県
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（愛知県、大分県、静岡県、千葉県、東京都）

の調査では、支援拠点機関のコーディネーター

がファシリテーターとして参画することで、地

域連携の強化や拠点機能の周知に一定の効果

が認められたことから、支援拠点センターとコ

ーディネーターが中心となった研修会運営が

重要と考えられる。また受講者に高次脳機能障

害支援の経験が少ない福祉職が増加すること

が見込まれることから、愛知県の取り組みであ

る 

事例の共通化や解説内容の具体化は他県の参

考となる。今後も支援経験の少ない受講者に配

慮した用語解説の充実や事前学習の工夫、演習

時間の再配分といった課題は引き続き残され

ている。 

 今回作成した研修会テキスト改訂版（動画を

含む）は令和 8年 5月に公開予定である。今後

全国の自治体が実施する高次脳機能障害支援

者養成研修の標準テキストとして活用される

ことが見込まれる。 

 

Ｅ．結論 

 高次脳機能障害者の地域での共生生活を

推進するため、障害福祉サービス等事業所に

おける利用実態、医療と福祉の連携体制、事

業実績などについて調査し、現在の課題を示

した。また令和 6年度に新設された高次脳機

能障害（者）支援体制加算に対応した標準的

テキスト改訂版を作成した。高次脳機能障害

の支援者育成に寄与することを期待してい

る。 

 

1) 達成度について 

予定通り進捗し、目標を達成した。 

2) 研究成果の学術的意義について 

 本研究は、高次脳機能障害者支援の現況と

課題を明らかにするために、我が国の様々な

地域で多数の事業所対象調査を行い、課題を

多角的にとらえ、その知見を支援者の専門性

を高める研修会に生かし、社会への還元を目

指す試みである。また支援者の専門性を高め

るため全国で共通のカリキュラム、テキスト

を用いて研修会を展開するため、適切な研修

内容を専門家で検討、開発している点で学術

的意義がある。 

 

3) 研究成果の行政的意義について 

 障害者が住み慣れた場所において必要な

支援を受け、社会参加の機会を確保し、地域

において他の人々と共生する社会を実現す

ることが、現在の障害福祉の理念である。高

次脳機能障害については、障害福祉制度の整

備は進んだが、その特性に対応できる 専門

性を持つ人材を事業所に配置するための方

策についてはいまだ未解決である。現場の支

援者には未経験あるいは障害特性に関する

十分な知識がない者も多く、適切な支援を受

けられない地域も多い。一方で先進的事業所

には高次脳機能障害者が集中するなど、地域

格差も大きいのが現状である。当研究では先

行する障害福祉サービス事業所調査を高次

脳機能障害者支援の視点で改めて整理し、加

えて利用実態調査を行い、課題解決に向け提

言する点で、これまでにない独創的研究であ

る。また申請者らが開発した高次脳機能障害

の障害特性に応じた支援者養成研修カリキ

ュラム及びテキストを改訂し、広く普及する

ことで、全国の障害福祉サービス事業所の人

材を養成し、高次脳機能障害者が利用可能な

社会資源の増加が期待できる。当研究の成果

は高次脳機能障害者支援の施策に活用する

ことが可能であり、障害福祉の理念実現に寄

与するものと考える。 
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4) その他特記すべき事項について なし 

 

Ｆ.健康危険情報 特になし 

 

Ｇ.研究発表 

・学会発表 

1. 植野仙経、高橋賢人、植野司、上田敬太 

転倒を契機とする認知機能の急激な低

下：陳旧性脳損傷をもつ高齢者の一例 

第 49 回日本高次脳機能学会学術集会 

2025 年 11月 15日 名古屋 

2. 森本健太郎、久良木悠介、植野仙経、村

井俊哉、上田敬太 高解像度 MRIで微細

損傷が同定されるも、症状との乖離を認

めた軽度外傷性脳損傷の一例 第 49 回

日本高次脳機能学会学術集会 2025 年

11月 15日 名古屋 

3. 田中かなで, 草野佑介, 舟木健史, 西田

野百合, 田畑阿美, 植野司, 宮本享, 荒

川芳輝, 千原英夫, 池口良輔, 上田敬太 

後大脳動脈狭窄を認めた小児もやもや病

患者の神経認知機能の特徴 第 48回日本

神経心理学会学術総会 2025 年 9 月 18

日−19日, 姫路市 
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Mugikura S, Endo 

H, Nakasato N,  

Matsuda M, Suzuki 

K. 

Recurring utterances 

induced by local 

anesthetic 

administration to  

the left frontal lobe 

Cortex 183 15-20 2024 

Katsuse K, 

Kakinuma K, 

Kawakami N, Ota 

S, Kawamura A, 

Ogawa N, Iaseki 

C, Hamada M, Toda 

T, Kanno S, 

Matsuda M,  

Suzuki K 

Oral applause sign in 

progressive 

supranuclear palsy 

Cortex  183 391-397 2024 

Kawakami N, Okada 

Y, Morihara K, 

Katsuse K, 

Kakinuma K, 

Matsubara S, 

Kannno S, Suzuki 

K 

Long-lasting pure 

topographical 

disorientation due to 

heading disorientation 

following left  

retrosplenial 

infarction: A report 

of two cases 

Brain and 

Cognition 

181 106211 2024 

Saito Y, Baba T, 

Narita W, Kannno 

S, Mugikura S, 

Tatewaki Y, 

Nishio Y, Iizuka 

O, Taki Y, 

Tominaga T, Mori 

E, Suzuki K. 

Blake's pouch cyst-

like imaging 

abnormalities in 

idiopathic normal 

pressure hydrocephalus 

Brain Disorders 15 100153 2024 

Ota S, Kakinuma 

K, Narita W, 

Nishio Y, 

Kawakami N 

Tamagake A, 

Kannno S, Matsuda 

M, Suzuki K 

A decade with anomic 

primary progressive  

aphasi 

eNeurological  

Sci 

35 100508 2024 
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Osawa S, Suzuki 

K, Ukishiro K, 

Kakinuma K, 

Ishida M, Niizuma 

K, Shimoda Y, 

Kikuchi H, Kochi 

R, Jin K, 

Matsumoto Y, 

Uematsu M, 

Nakasato N, Endo 

H, Tominaga T 

Super-selective 

injection of propofol 

into the intracranial 

arteries enables 

Patient's self-

evaluation of expected  

neurological deficit 

Cortex 176 209-220 2024 

Watanabe H, 

Uchiyama M, Yokoi 

K, Mamiya Y, 

Narita W, Iizuka 

O, Bata T, Suzuki 

K, Mori E,  

Nishio Y 

Behavioral and neural 

correlates of 

pareidolic illusions 

in dementia with  

Lewy bodies 

Parkinsonism & 

Related 

Disorders 

113 105513 2023 

鈴木匡子 ひろがる つながる高次

脳機能障害 

高次脳機能研究 44 1-4 2024 

鈴木匡子 Posterior Cortical  

Atrophy – Update 

神経心理学 40 57-63 

 

2024 

Chihara H, Funaki 
T, Kusano Y, 
Hidaka Y, 
Mineharu Y, Okawa 
M, Sasagasako T, 
Sawada M, Kikuchi 
T, Tanaka K, 
Nishida N, Tabata 
A, Ueda K, Ueno 
T, Arakawa Y 

Recovery of intrinsic 
cognitive weakness in 
successive processing 
after bypass surgery 
for pediatric moyamoya 
disease.  

Stroke:Vascular 
and 
Interventional 
Neurology 

5(5) 

https://do
i.org/10.1
161/SVIN.1
25.001768 

 

NA 2025 

西田野百合, 橋本
竜作, 村井俊哉, 
山脇理恵, 草野佑
介, 田中かなで, 
池口良輔, 上田敬
太 

学齢期用聴覚性言語学習
検査の作成とその有用性
に関する予備的研究 

高次脳研究 45巻4号 202-209 2025 

Yasugi R, Maki T, 
Shima A, 
Shimotake A, 
Tanaka K, Ueda K, 
Murai T, Sawamoto 
N, Ikeda A, 
Takahashi R, 
Matsumoto R 

Dystypia following 
left lenticulostriate 
artery cerebral 
infarction: A case 
report with MR 
Tractography and SPECT 
analysis 

J Stroke 
Cerebrovasc 
Dis. 

34(8) 

https://do
i.org/10.1
016/j.jstr
okecerebro
vasdis.202
5.108389 

NA 2025 
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Kusano Y, Funaki 
T, Ueda K, Ueno 
T, Tanaka K, 
Nishida N, Tabata 
A, Fushimi Y, 
Mitsumoto K, 
Kikuchi T, 
Ikeguchi R, Liang 
N, Inadomi H, 
Miyamoto S, 
Arakawa Y 

Lower prefrontal blood 
flow associated with 
intraindividual 
weakness in successive 
processing: a 
neurocognitive study 
of pediatric moyamoya 
disease 

J Neurosurg 
Pediatr. 

35(6) 

https://do
i.org/10.3
171/2024.1
1.PEDS2449
5 

581–590 2025 

Tabata A, Ueda K, 
Umeda K, Funaki 
T, Ueno T, 
Mineharu Y, Tanji 
M, Kikuchi T, 
Komaki M, 
Miyamoto S, Murai 
T, Arakawa Y 

Cognitive and social 
functions of 
craniopharyngioma and 
germ cell tumor differ 
in patients with and 
without apathy 

PCN Rep. 4(1) 

https://do
i.org/10.1
002/pcn5.7
0068 

NA 2025 

上田敬太 【高次脳機能障害のシー
ムレスな診療にむけて】
頭部外傷慢性期の高次脳
機能障害と精神症状(解
説) 

臨床精神医学 (0300-032
X)53巻8号 

979-985 2024 

高橋賢人, 上田敬
太  

精神科診療における臨床
評価尺度・検査を極める-
エキスパートによる実践
的活用法】(II章)疾患別
の評価尺度・検査 外傷
性脳損傷による認知症の
評価RBMT,EMC,BADS,FrSB
e(解説) 

精神医学 (0488-128
1) 66巻5
号 

657-661 2024 

上田敬太 【精神疾患・精神症状に
はどこまで脳器質的背景
があるのか-現代の視点
から見直す】器質性精神
障害の分類と診断 

精神医学 (0488-128
1)66巻4号 

362-368 2024 

上田敬太 外傷性脳損傷の症候学
(解説) 

高次脳機能研究 (1348-481
8)44巻1号 

19-24 2024 

渡邉修 自動車運転と脳機能解剖 日本安全運転医
療学会誌 

5(1) 39-46 2025 

渡邉修 医学的リハビリテーショ
ン 

Journal of 
Clinical 
Rehabilitation 

34(14) 1445-1453 2025 

渡邉修 高次脳機能障害者に対す
る地域リハビリテーショ
ン医療 

言語聴覚研究 21(4) 441-452 2024 
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渡邉修 頭部外傷による高次脳機
能障害の評価と社会復帰
における課題-医療の立
場から 

賠償科学 52 17-23 2024 

渡邉 修 高次脳機能障害者を地域
で支える地域のネットワ
ークと家族支援 

総合リハ 52(9) 891-897 2024 

Toru Takekawa, 
Shu Watanabe, 
Naoki Yamada and 
Masahiro Abo 

Survey on diagnosis of 
post-brain injury 
“higher brain 
dysfunction” in 
patients with 
cognitive impairment. 
Family/caregiver 
response 

Appl 
Neuropsychol 
Adult 

2024 Jul 6 1-12 2024 

青木 美和子 福祉現場におけるピアサ
ポートの取り組みー就労
継続支援B型事業所にお
ける「絵本の読み語りあ
い」の実践− 

日本福祉心理学
会第22回大会発
表論文集 

 p.37 2024 

廣瀬  綾奈 小児への支援 Journal of 
Clinical 
Rehabilitation 

34(14) 1467-1473 2025 

 


